
令和 ５年 ６月 1日

編集発行：静岡県沼津土木事務所

(様式)

地震・津波対策アクションプログラム2013
【概要】
本プログラムは、平成25年度に公表された第4次地震被害想定に併せて、人命を守るこ

とを最も重視し、地震・津波対策をハード・ソフトの両面を可能な限り組み合わせて、想
定される被害をできる限り軽減する「減災」を目指し、策定されました。
防潮堤等津波防御施設の整備を進め、計画期間の10年間で東海地震のように発生頻度が

比較的高いレベル1の津波による人的被害を8割減少させることを目指しています。
【対象とする地震・津波】
駿河トラフ・南海トラフ側と相模トラフ側で、それぞれ二つのレベルの地震・津波を対

象としています。

【施設整備の考え方】

レベル1の地震・津波
発生頻度が比較的高く、発生すれば大きな被害をもたらす地震・津波（駿河トラ
フ・南海トラフ側では、約100年～150年に1回の発生頻度）

レベル2の地震・津波 発生する頻度は極めて小さいが、発生すれば甚大な被害をもたらす、あらゆる可
能性を考慮した最大クラスの地震・津波

レベル1の津波への対応
レベル1の津波を防ぐ施設高を確保するとともに、粘り強く効果を発揮する構造へ
の改良を加えた整備を進めます。

レベル2の津波への対応
レベル1の津波を防ぐ施設の整備に加え、津波防災地域づくりに関する法律で示
された考え方等を踏まえ、ハード・ソフトの対策を組み合わせた「多重防御」によ
るまちづくりを基本とした対応を図ります。

津波から命を守るためには、レベル2の津波はもとより、レベル1の津波に対しても、
住民一人ひとりが迅速かつ主体的に避難することが最も重要で基本的な対策であり、
こうした県民の素早い非難を後押しする対策として、防潮堤等津波を防ぐ施設の整備
を推進します。
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【沼津土木事務所管内における状況】
沼津土木事務所が所管する海岸には、沼津港・土肥港、静浦漁港・戸田漁港、沼津牛臥

海岸があり、沼津港や静浦漁港の一部については、レベル１に対応した施設が整備されて
いますが、それ以外については整備されていない状況です。そのため、被害の状況や地域
の意見を考慮し沼津港・沼津牛臥海岸を優先して対策を行っています。

【現状・問題点】
伊豆地域沿岸では、海岸との結びつきが強いため、地域の特性を踏まえた最もふさわし

い津波対策を、地域の意見を取り入れて市町と協働して進める必要があります。その中で、
地域にあった津波対策についてハード対策とソフト対策の効果的な組み合わせについて話
し合う地区協議会を行っています。地区協議会では、観光・漁業への影響又は生活上の利
便性等を重視する観点から、高い防潮堤を望まず避難を重視する意見がある一方で、津波
を防ぐための防潮堤整備を求める声があります。

＜沼津市＞
常葉大学と連携し、現在の地域住民における避難の可能性を

評価する津波避難シミュレーションを実施するとともに、住民
意見を参照し、津波避難困難地区の解消を目指す津波避難対策
計画を策定しました。
＜伊豆市＞
津波対策は、土肥地域のまちづくりに大きな影響を与えるこ
とから、地域住民と共に津波防災地域づくり法に基づく『伊豆
市“海と共に生きる”観光防災まちづくり推進計画』を平成29
年に策定しました。策定後も継続的に評価・検証を行いながら、
推進計画の見直しを行っています。

伊豆市役所 平成29年策定

【今後の取組】

＜沼津市＞ ハード対策のあり方については、「レベル１に対応した防潮堤の整備」、「
レベル１に対応した防潮堤ではなく、レベル1を下回る高さでの防潮堤の整備」、「防潮堤
は整備せず現状のまま」など、地域住民の方々の中でも意見が分かれます。今後も市と共
にハード対策とソフト対策を最適に組み合わせる対策について、地域住民の方々と合意形
成を図っていきます。

＜伊豆市＞ 『伊豆市“海と共に生きる”観光防災まちづくり推進計画』において、取組
方針の一つとして、津波浸水想定内の津波から逃げることができるように避難体制を強化
する『津波災害警戒区域』や、津波による建物倒壊等の危険性がある区域で子供や高齢者
等の避難に配慮を要する方々が利用する施設を安全に建ててもらう『津波災害特別警戒区
域』を全国で初めて指定（知事指定）しました。今後も地区住民、事業者、伊豆市、関係
機関が一体となりうる「観光、環境、防災のバランスがとれた海と共に生きるまち」の実
現に向けて、ハード対策とソフト対策について合意形成を図っていきます。

河川・海岸
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【津波災害（特別）警戒区域における愛称】
伊豆市では、津波災害警戒区域には『海のまち安全避難エリア』・津波災害特別警戒

区域には『海のまち安全創出エリア」という愛称を募集によって決定しました。

【伊豆市の取組を積極的に発信！】

河川・海岸
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【津波災害（特別）警戒区域における補足資料】
静岡県では、津波災害（特別）警戒区域に伴う宅地建物取引時の重要事項に関する補

足資料を作成し、関係団体に周知することによって、情報発信を行っています。

河川・海岸
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■沼津土木管内 地区協議会
位置図

建設海岸

実施状況 （令和４年度末現在）

沼
津
市

沼津港 県 防潮堤整備を実施中

沼津牛臥 県 防潮堤嵩上げを実施中

静浦漁港 県 方針公表【施設整備せず、避難重視】

内浦漁港 市 方針検討中

西浦漁港 市 方針公表【施設整備せず、避難重視】

井田漁港 市 方針検討中

戸田漁港 県 方針公表【施設整備せず、避難重視】

伊
豆
市

土肥港 県 方針検討中

八木沢漁港 市 方針検討中

小下田漁港 市 方針検討中

沼津牛臥
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